
日本における ｢近代的｣労働力市場の成立について

― 諏 訪 製 糸 労 働 者 を 中 心 と し て ―

1

小稿では,諏訪地方における製糸労働者の状態

をとくに,1910年代から30年代にかけて検討する

ことが主たる目的である｡この年代は,日本にお

いて産業資本が確立し,帝国主義政策がまさに緒

についたときでもある｡労働者の状態もこうした

政治経済を背景に,半封建的桂桔-半人格的支配

から資本家的搾取下へと移行した時期でもあっ

た｡いまそれを,長野県諏訪地方の製糸労働者に

焦点をあわせてみていこうと思っている｡

ところで,製糸労働者といえば,それは｢女工｣

をさしている｡ときに ｢工女｣ともいい,それぞ

れに意味あいをもたせて使いわけるむきもある

がu),いまそれを問わないoむしろ,女子労働者と

よべばよいのかもしれない｡しかし,ここではあ

えて製糸労働者とする｡それは,小稿の課題であ

る ｢近代的｣労働力市場の形成というなかで ｢女

工｣-製糸労働者をとらえかえしてみたいからで

ある｡史料との関係で｢女工｣｢職工｣などという

用語が使われることはあっても,とりあえず小稿

では,製糸労働者という概念をもちいて論をすす

めていくことにする｡

さてその製糸労働者をめく･って;実はこれまで

数多くの研究がなされ,古典的名著もまた多い(2)｡

小稿もそれらに刺激をうけ,それらの業績のうえ

に成 り立っている｡そうした業績のなかで看過で

きないもののひとつに,山田盛太郎氏の F日本資

本主義分析』がある｡このなかで山田氏は,つぎ

のことを強調する｡それは ｢日本製糸業興隆の基

礎が,半農奴制的零細耕作を地盤とする所の純粋

日本型の特殊労役制度にあった｣(40頁)という点

である(3)｡そして,その｢純粋日本型の特殊労役制

度｣の例証としてつぎの2点をあげている｡すな

わち,(》 ｢等級賃金制｣と② ｢特殊労役制度と境

野 原 建 一

械化阻止｣である(4)｡この｢等級賃金制｣は,一見,

合理的にみえる賃金制が,実は煩項な｢賞罰種目｣

をもうけることによって,強力な搾取体系を構成

している,ということである(5)｡

いまひとつは ｢特殊労役制度と機械化阻止｣と

いう問題で,機械化をはばむ要因が,日本的な｢特

殊労役制度｣にある,という点である｡この ｢特

殊労役制度｣をどう具体的に評価するかがここで

の課題でもある｡たとえは,｢女工｣という概念に,

本来的に内在している戦前の家族制度を評価し,

それとのかかわりで ｢特殊労役制度｣を理解する

方法もあろう｡つまり,戦前の法体系としての公

権力という｢強力｣の下で,｢差別｣が行使された

点を重視するやり方である｡そして,その差別を

はぐくんできたのが,家族制度を基盤とした ｢村

落共同体｣という地域社会である,という視角が

成 り立つ｡

しかし,いまそれを捨象する｡その問題は戦前

の社会体制 (-上部構造)にまで言及せねはなら

ず,それはまた,本稿の課題からはずれることに

もなる｡とりあえず,ここでは前にも述べた ｢近

代的｣-資本主義的労働力市場の成立過程におけ

る製糸労働者の状態についてみていくことにす

る｡すなわち,ここでいう ｢近代的｣ とは,労働

者の基本的人権が等しく認められ,す くなくとも

擬制であれ,労資が対等の契約関係におかれてい

る,という状態をさしているのではない｡むしろ,

産業予備軍が潤沢に農村に滞留し,資本家はきわ

めて有利な条件下に労働力を自由に買いもとめる

ことができる,という状態をさしている｡つまり,

資本家はいつでも自由に労働者を搾取し,剰余価

値をほしいままに収奪できうる状態が,ここでい

う ｢近代的｣労働力市場,ということである｡

したがって,｢近代的｣労働者は,自由に移動す

ることが保障されている｡しかし,その自由は日

本の場合,つねに半封建的権棺に緊縛された形で
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展開する｡そして,その緊縛を天皇制 という公権

力が掌握している, という支配構成が指摘される

のである｡

小稿では,以上のことを前提 としながら,製糸

労働者の出身地の推移,年齢構成や前貸状況をみ

ていくことによって,｢近代的｣労働力市場分析の

手がかりにしようと思 う｡つまり,小稿は-の試

論たるをまぬがれない (6)O

(I) 島国光一｢r女工J範噂の止揚過程- 山一林組

争議を中心として一一｣(1981年度土地制度史学

会 秋季学術大会)島岡氏は,｢工女｣が ｢女工｣

にくらべ,劣悪な労働条件下にあることを報告さ

れて,違いを指摘している｡

(2) とりあえず,つぎの5点をあげておこう｡農商

務省 F職工事情11903年,細井和蓄蔵 r女工哀史1
1923年,林巧郎 r地平線以下J1925年,佐倉啄-

r製糸女工虐待史11927年,梼西光速,帯刀貞代,

古島敏雄,小口賢三r製糸労働者の歴史J1955年.

はかに,｢社会政策時報｣1924年1月号から3月号

にかけて,連載された桂亭｢本邦製糸業労働事情｣

もよく知られた文献のひとつである｡

(3)大石嘉一郎 ｢労働力群の形成｣(大石嘉一郎編

r日本産業革命の研究 下11975年)ここで大石

氏は,｢明30年代末～40年代初頭の産業資本確立

期に｣｢さまざまの半奴隷制的制約をもち,それ故

に多くの限界をもちながらも,資本蓄積の進展に

伴う資本の直接的な制縛下への労働力の集積の

進展と,労働-生産様式の発展を基礎とする資

本･賃労働関係の質的変化がみられ,近代的プロ

レタリアートの形成がその緒についた｣(180頁,

傍点著者)と指摘する｡筆者も基本的には,この

見解にくみしつつ,より実証的に検討してみよう

としている｡

(4) 大石嘉一郎｢日本製糸業賃労働の構造的特質一

等級賃金制を中心として- ｣(川島武宣,松田智

雄編 r国民経済の諸摂塑J1968年)p.708-709.

三滴智明｢明治後期諏訪製糸業の賃金制度の実態

について｣(東北大学 ｢研究年報経済学｣36の2)

1974年｡大石氏は｢純粋日本型の特殊労役制度｣

に対する問題提起をおこない,三浦氏は,それを

実証的に検討しようとしている｡

(5)石井寛治 r日本蚕糸業史分析』1972年｡石井氏

の業績は,山田盛太郎氏の問題提起を実証的に深

化したところにある｡243-246京では,日本の製

糸労働者の低賃金を低い生産性を関連させてフ

ランス,イタリアとの比較をこころみている｡

より詳細に検証したのが岩本由輝｢諏訪製糸業

における賃金計算基準｣(｢山形大学紀要(社会科

学)｣3の4,1969年)である｡また,瀧洋秀樹F日

本資本主義と蚕糸業山978年,333頁以下も同様の

視角.すなわち,山田氏の前掲書,隅谷三善男F日

本賃労働史論j1955年の提起された問題意識をふ

まえて実証的に考察されている｡

(6) 小稿で使用している史料は,とくにことありが

ないかぎり,岡谷市立蚕糸博物館所蔵の史料であ

る｡

2

まず,諏訪地方において製糸業が展開しはじめ

たのは,明治20年ごろからである｡とりわけ,長

野県内で器械製糸業地として先進的役割をはたし

はじめたのは,明治20年代後半からである(7)｡つま

り,19世紀の末ごろから本格的に発展 し,その隆

盛をみるのは20世紀に入ってからである｡

第 1表は,そ うした隆盛ぶ りを諏訪製糸同盟に

加入している製糸業を中必にとりまとめてしめし

たものである｡生糸生産高が輸出向を中心に推移

しているのがわかる｡また,従業者数にしめる女

子の割合は,つねに約90パーセン トをしめ,製糸

労働者の主軸をなしている｡1933(昭和8)年ご

ろを童に生糸生産高のうち,とくに輸出向が落ち

こんでいく過程は,周知の恐慌によるものである｡

それは設備釜数や従業者数にも当然ながら影響が

みられる｡

こうした製糸労働者が どのような地域から集っ

てきているのか,という問題は,労働力市場を検

証するさいの重要なポイン トである｡すなわち,

局地的,閉鎖的制約下に労働力供給がおこなわれ

ているのかどうか,または,全国的規模での自由

な労働力の移動が展開されているのかどうか,と

いう点の検討が大切である｡

第 1表は1903年から1926年までの出身地の推移

をみたものである.全体的な推移は,年を追 うご

とに急増している状態である｡ とりわけ1916年の

急増ぶ りがめだっ｡長野県出身者がとくに増加し

ているが,それ以外では,山梨,新潟,富山の各

県が多い｡増加指数でみても,1903年を100として

1916-17年は,10-16倍にふえている｡

-136-



第 1表 諏訪 地 方 製紙 業の推 移 (1913- 1939年)

苧碩■年組令員 工場数 設備釜数 使用釜数 平均作業日数 従 業 者 数 繭 使 用 高 生 糸 生 産 高罪 女 計 輪 出 向 国 内 向 計

191314 188182 206 29,91928,531 39,416 251 3,005 31,354 34,359 石717,513 質527,731 冥44,334 i'i･510,418694,227

15 205 217 30,339 232 2,897 31,394 34,291 482,915 465,126

16 212 233 32,933 259 3,325 34,662 37,987 588,051 560,676

17 235 253 36,794 249 3,787 39,085 42,872 735,312 649,893

18 248 271 39,787 263 3,567 42,396 45,963 759,379 665,460 68,449 773,909

19 275 299 40,428 256 4,419 40,815 45,234 752,927 641,250 .80,761 722,0111

20 248 250 41,764 245 5,181 43,203 48,384 810,842 680,359 96,563 776,922

21 241 267 40,811 220 4,613 36,313 40,926 626,693 515,035 75,36286,529 590,397818,625

22 243 262 37,422 253 3,202 36,667 39,869 729,965 693,609

23 231233 260 38,869 245 4,553 38,285 42,838 817,152 732,09625 260 37,052 277 3,393 39,007 42,400 9,748,684 841,005 132,074 973,079

26 223 260 36,812 271 3,677 49,555 43,232 10,742,886 941,816 153,494 1,095,310

27 240 375 37,804 274 4,078 42,991 46,469 ll,260,750 1,032,453 130,309 1,162,762

28 259 303 39,668 280 4,854 44,134 48,988 ll,352,503 1,041,520 142,062 1,183,582

29 279 317 41,032 274 4,838 37,797 52,635 ll,397,411 1,053,603 134,667 1,188,270

･30 282 325 41,131 39,056 265 4,631 48,478 43,109 12,335,406 1,153,612 135,485 1,289,097

31 285 317 38,601 37,260 268 3,964 31,538 45,502 10,801,405 940,602 173,598 1,114,200

32 301 ･301 35,460 32,350 246 3,520 24,819 38,339 10,484,557 948,753 181,258 1,130,0-ll

33 322 347 38,010 28,414 230 3,994 29,975 33,969 乾繭3,308,309 726,241 208,394 934,635

34 309 342 36,776 26,519 253 3,599 28,727 32,326 3,508,481 785,711 297,732 1,083,443

36 279 302 31,990 22,593 229 3,033 24,873 27,906 3,215,987 643,973 291,449 935,422

37 185 207 23,090 19,398 ･312 2,599 20,881 23,480 3,571,558 860,081 391,828 1,251,909

38 179 203 22,851 17,368 298 2,548 19,852 22,400 3,529,863 526,827 438,724 965,551

(荏) ｢岡谷 地 方 製 糸 業 現 況 調 査 表｣(1941年)



第2表 製糸労働者の出身地の推移

符東 戻 大 秤 兵 良 節 埼 群 千 戻 栃 衣 愛 . 肘 山 滋 岐 良 冒 描 '% 育輿-戻 孤 阪 秦 # 崎 狗 玉 局 褒 城 木 良 垂 知 岡 梨 賀 早 野 城 良 辛 衣年 符 府 肘 坦 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 良 県 県 県 県 県 県 県 県

1903明治36 6 1 2 670 562 2,689

1904 " 37 38 3 783 558 2,954

1905 〝 38 2 146 52 】2 1 】ユ ] 1.173 i 1,日9 5,079 1

1906 " 39 5 207 60 100 1 7 23 6 1,944 1.899 7.259 27 19

1907 ′'40 17 85 211 77 184 7 60 38 17 3 2,271 2 1,654 8,452 53 72 1

1908 〝 41 33 1 105 2 453 165 130 38 110 51 5 22 8 3,225 3 2,13710.112 17 26 242

1909 〝 42 33 138 2 721 142 118 19 80 86 1 14 74 34 3.154 40 1.867ll.619 3 20 116 1

1910 〝 43 47 2 162 1 1 1.202 190 402 9 143 44 3 ll 145 44 4.055 ■16 2.38912,929 134 52 314

1911 〝 44 36 1 72 2 1.801 196 567 25 453 77 2 52 123 .914.258 18~2.21815.706 418 104 916 1

1912大正 1 21 66 1 1.712 179 523 22 215 102 28 19 78 53 5,325 19 2,75517.865 446 299 862 2

1913 〝 2 78 1 38 3 2,169 214 831 21 376 128 13 7 111 1916,268 41 2,97016.523 477 217 687 1

1914 〝 3 69 22 3 38 ll 10 2.042 220 551 17 213 145 23 38 130 132 7.867 282 3,27619.198 428 206 697 1

1915 〝 4 48 1 1 35 9 38 2.630 360 721 18 248 140 30 27 111 188 6,170 220 2.89614,797 396 276 782 3

1916 〝 5 128 4 4 40 55 52 4.113 425 899 34 346 370 43 46 222 1918,222 125 3.43220,329 416 7591,022 4

1917 〝 6 173 102 8 168 1,940 103 8,061 779 2.064 62 830 885 47 218 385 94610.130 128 3.96624.059 713 1.6151.447 5

1918 ノ, 7 162 38 6 194 943 43 6.548 633 1.419 81 825 634 30 178 304~ 605 6,912 90 2.79517,102 539 1.353 782 4

1919 〝 8 H8 42 4 273 622 37 6.468 752 1,496 74 675 474 32 148 486 717 7.344 103 3.687】5.777 552 956 779 3

1920 一〝 9 176 69 6 386 1,168 5310.354 602 2.018 155 938 554 95 117 406 1,006 8.542 220 3,76320,446 762 1.283I.442 28

1921 〝 10 162 59 3 159 1,Il° 67 6,501 470 1.969 43 486 388 26 142 201 648 6.164 152 2.54114.902 710 9231.131 14

ー1922 〝 11 78 105 5 177 840 58 7,769 565 2.023 102 655 394 37 136 189 448 7,955 131 2.53718,876 851 1.523I,264 9

1923 〝 12 95 109 5 467 915 57 7,405 831 2.027 79 654 405 25 71 150 417 8.064 103 3.20915,716 575 1.0711.005 3

1924 〝 13 129 82 3 285 727 61 6,857 722 1.839 61 720 419 ll 80 112 4616.526 119 2.44614.537 676 7691.282 3

1925 〝 14 107 76 4 167 705 48 6,905 762 1.578 103 367 376 13 77 87 459 5.986 224 2.80114.735 764 987I,181 5

r工男女登録年次地方別簿J



山 秩 福 石 冒 局 良 岡 広 山 整 徳 香 愛 1丁一日J 描 大 堤 熊 宮 質 . 沖 北 # A⊂コ汁 増形 田 井 川 山 収 根 山 島 口 良 川 竣 知 岡 分 賀 本 崎 縄 a 窪県 良 良 県 県 負 負 県 県 県 県 負 県 県 県 県 輿 県 県 県

195 4,125 100
31 4.367 106

1 201 1 7,801 189

Ill 2 652 12,222 296

1 2 756 1l 3 13.967 339

6 981 1 1 17.874 433

2 4 1,005 2 1 1 1 8 19.372 470

10 17 2 5 1.233 3 4 3 1 1 4 23.433 568

146 16 4 10 1.137 1 2 1 1 1 1 428.461 690

209 9 6 10 1,202 3 2 1 1 1 7 3 2 7 132.056 777

16 10 6 13 1.276 1 5 2 1 3 1 7 132.707 793

177 9 31 30 1,374 3 1 5 88 3 8 1 1 4 243 360 85 115 95 35 7 38,295 928

91 6 22 23 1.362 1 1 4 2 2 3 2 1 176 125 55 89 134 180 20 32,444 787

129 16 20 41 1.825 141 3 4 13 43 4 2 5l 8I 1 333 323 108 67 470 317 17 245,0461.(泊2

312 33 93 86 3.886 504 267 223 76 12 21 759 47l55 6 303 1.783 139 469 ll〕Sl 371 30 169.3651.682

517 50 81 229 2.656 795 268 188 15 35 ll 193 9 16 40 224 906 136 329 574 470 22 849.9921,212

560 56 86 212 2.702 710 464 179 9 49 15 4 5 43 21 132 904 148 262 567 511 42 1.87351,1731,241

308 46 74 349 3.608 954 573 330 21 39 25 ll 15 19 30 256 1,184 412 241 1,799 994 47 46166,3851.609

337 27 67 259 2,555 668 455 191 14 34 18 4 10 ユ8 52 217 1,013 451 3272β35 1.158 33 12148.0011.164

225 72 48 203 2.481 448 349 180 20 41 27 1.468i104 22 1,211 177 1.089 478 237 1645 1.210 38 ll58.5111,418

148 34 83 311 2.562 424 185 183 28 47 12 440l42 9 305 176 618 223 210 993 831 28 1251.3621.245

184 36 73 221 2.205 286 143 128 13 19 4 3 18 10 7 146 540 236 161 931 832 10 23 644.7521,085

-

(
3
9
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第3表 長野県内部市別出身地別推移

長 野 県 全国に比し

良野 松本 孤 上伊 下伊 東筑 西玩 柄安 北 小iF7.< 北 柄 更 埴 上▼▼ 下す 上 下 .汁節 市 訪 那 那 吋 # 負 安忠 佐久 佐久 級 ( 料 rtJ7罪 rb】井 水内 水内 め率 る

521 792 98 690 4 161 145 117 49 5 44 36 27 2.689 65.罪

3 580 I.156 131 625 19 145 87 125 8 48 17 2 3 5 2,954 67.6

711 1.570 551 1.052 72 263 166 322 108 75 56 52 2 8 69 2 5,079I65.1

8 I.140 2.145 271 I.665 132 520 254 528 162 62 166 119 28 19 28 12 7.259 59.4

13 1.317 2.530 375 1,848 113 505 260 755 166 44 250 178 13 28 43 ll 8.449 60.5

29 1.836 2.861 341 2.106 157 654 389 645 lらl 157 333 241 30 82 74 26 10.112 56.6

10 366 1.796 3.598 】 304 2.010 138 603 453 803 311 225 453 313 57 48 ､97 34 ll.619 60.0

20 432 1,785 3.341 284 2.54g 160 738 562 884 439 462 589 369 58 70 153 34 12.929 55.2

22 1,932 3.418 407 3,313 211 811 624 1.253 972 862 886 466 80 64 316 69 15.706 55.2

28 2.198 3,738 535 3.766 395 911 852 1,283 1.099 977 964 508 79 89 356 87 17,865 55.7

71 】.933 3.】50 489 3.330 383 885 845 1.538 853 95】 876 573 134 】29 310 75 】6,523 50.5

56 2.793 3.227 395 4.662 433 1.065 948 1.519 904 841 I,064 672 137 95 328 5g 19,198 50.1

60 I.955 2.893 348 3.063 378 690 653 1.101 809 699 910 636 l 96 91 366 49 14.797 45.6

222 461 2.687 3.326 t 379 3.482 564 1.092 lt131 1.663 1.255 990 I.909 900 515 554 1.863 1.066 24.059 34.7

173 276 1.730 2.523 300 2,374 391 806 766 1,053 853 777 .1.383 760 528 629 1.464 316 17.102 34.2

198 374 I.620 2.061 283 2.419 378 725 615 1.024 792 835 1,183 765 470 484 1.210 341 15.777 30.8

183 336 1.815 2.178 316 2,873 410 889 793 1,507 1.238 1.044 1,833 1,019 779 980 1.796 457 20.446 30.8

93 192 1.795 1.621 329 2.388㌃ ｢完 7 800 670 1.084 1,093 721 1.326 671 354 497 1.105 326 菅5,716 30.6

135 175 1.400 2.201 369 2.014 260 552 590 I.342 1.080 669 1.194 621 329 436 926 244 14.537 31.5

209 203 1.317 2,027 340 2.115 411 510 581 1.357 975 738 i.067 701 404 474 961 345 14.735 32.9

r工男女登録年次地方別簿｣ ※ 上田市 244名が15,716に含まれている｡



第4表 山梨 ･新潟近県の出身地別推移

山 梨 県 新 潟 県

甲 東 西 北 中 南 盟 西 南 北 汁 野 F< 渇 北 中 南 栄 西 中 刈 古 北 顔 中 南 東 岩 佐 汁
府市 山 .梨 山梨 巨磨 巨摩 巨摩 八代 八代 那■留 都留 狗市 開市 田市 負潤 負沼 負潤 期城 期城 珂城 羽 志 良 捕原 蒲原 捕原 蒲原 捕原 船 Jl

1903明治36 1 350 2 122 123 68 4 670

1904 〝 37 1 303 1 202 130 69 59 18 783 32 1 1 1 38

1905 〝 38 28 476 24 210 218 71 146 1.173 68 14 35 21 1 7 146

1906 J,39 53 698 69 405 332 85 287 15 1.944 109 18 40 17 1 1 17 4 207

1907 γ 40 62 803 69 400 338 172 365 59 2 12.271 82 34 1 58 26 3 5 1 1 211

1908 " 41 137 780 140 751 491 231 649 44 1 13.225 2 191 3 55 1 92 22 6 37 28 7 1 8 453

1909." 42 67 944 100 708 516 141 565 103 2 8 3.154 3 135 5 119 8 152 29 177 15 57 15 2 1 2 1 721

1910〝 43 94 1,133 127 953 704 248 610 177 2 24.055 3 171 6 loo 1 262 45 374 19 140 57 4 5 2 13 1.202

1911〝 44 100 1.094 106 922 763 411 537 293 ll 214.258 1 2 364 4 223 14 344 56 588 20 118 36 3 9 3 15 11.801

1912大正 1 140恒 43 120 1,083 854 553 855 32 51 24 5.325 1 11 2 370 6 275 18 297 101 454 36 92 45 3 5 1 - 2-F 31.712

1.913" 2 242 1.335 153 1.154 1.259 664 850 533 59 19 6,268 4 3 7 441 13 395 28 492 187 376 46 126 35 4 3 1 32,169

1914 〝 3 285 2.382 206 1,508 1.335 696 805 4(描 58 96 7.867 8 7 417 12 254 24 538 814 424 31 92 29 1 2 3 12 42.042

1915 " 4 163 1.157 230 985 1,581 735 676 475 35 133 6,170 8 524 7 275 23 793 241 483 96 145 19 2 6 3 1 42.630

1916 〝 5 274 1.395 256 1,474 1.651 980 944 794 206 248 8.222 5 7 42 498 20 441 72 1.087 698 769 106 212 71 22 39 7 7 6 54.113

1917〝 6 281 1.400 295 1.122 1.874 1,249 939 1.070 564 63610.130 12 22 89 802 100 514 382 1,4471.7881.134 306 547 177 174 262 108 ･.26 106 658.061

1918 〝 7 317 1.039 288 1.083 1.088 992 738 916 193 258 6.912 18 24t 30 538 66 578 293 9501､509 879 258 467 254 130 2481 78 19 131 736.548

1919" 8 353 1,055 305 1,406 1.438 908 677 856 】ユ9 227 7,344 28 50 128 514 59 504 387 8411.599 758 323 477 235 105 138 127 ユ9 139 376.468

1920Jy 9 341 1.091 374 1.786 1.774 1.042 759 991 146 238 8.542 36 62 146 854 172 760 652 1,1(X)2.4721.248 430 569 475 233 373 143 35 307 19710.354

1921" 10 145 912 221 1.431 1.324 734 561 634 136 66 6,164 28 34 79 571 251 411 331 758 1,439 854 275 406 315 106 190 101 19 176 1576.501

1922〝 11 255 1.277 283 I,847 1.633 850 720 905 86 99 7.955 6 35 64 628 315 558 530 9841.661 964 277 403 424 163 270 112 14 157 2047.769

1924 〝 13 123 1.141 100 1.342 1.445 744 554 699 151 137 6.526 20 27 57 548 216 529 422 7651.1931.014 241 389 482 177 306 88 12 174 197 6.857

1925 〝 14 116 964 208 I.178 1,186 702 623 594 218 1975.986 21 27 46 565 245 544 419 7001.277 720 206 433 521 147 364 123 14 284 2466,9)5

r工男女登録年次地方別簿 J



第 5表 製糸女 工出 身地 の推移

年 長 野 県 内
諏 喜上伊那下伊那西筑摩 束苅賛松本市南安曇北妄 南佐久北佐久小 腺 上田市埴 科 更 級長野市上水内下水内 下高井 計

1903年 LL36 521 792 98 4 690 74 161 145 575 49 117 70 36 44 33 27 2 2 3 2,689

1904年 比 37 580 1,156 131 19 625 145 87 8 125 17 48 5 2,954

1905年 LL38 7111,570 551 72 1,052 263 166 108 322 52 56 69 2 8 5,079

1908年 LL41 1,7602,566 64 192 1,651 599 232 31 14 115 18 46 26 6 1 5220 7,403

1913* T. 2 2,1652,527 145 2352β69 171 788 510 235 480 510 213 372 3 55 20 18 10,816

1918年 で. 7 2∫)632,113 184 4732,795 2171f)27 703 341 423 824 504 920 72 759 165 786 14,599.

1921年 で.10 1,8231,613 118 3872,342 223 728 662 346 445 537 627 895 137 870 145 336 311 12,615

1924年 T.13 2,1311,657 176 4372,159 188 786 749 352 572 435 46 477 893 144 796 216 363 796 12,9∝)
1927年 8. 2 2412 1,752 271 520 2,089 209 737 762 258 476 397 83 464 771 208 851 283 265 326 13,123

1928年 S. 3 2ユ72 1.681 325 508 1,985 170 786 797 306 487 501 57 437 887 198 861 342 267 363 13,130

1929年 8. 4 2,4871,619 305 5872,014 136 791 830 332 487 443 46 425 882 228 930 333 349 373 13,597

年 県 外
福島 群馬 埼玉 山梨 新潟 富山 石川 愛知 岐阜 その他 計 総 計

1903年 払 36 30 112 6522 670 38 195 61 2_562 6 1,436 4,125

1904年 LL37 783 31 3 558 1,413 4,367

1905年 LL38 1,173 146 201 ll3 119 2,722 7,801

1908年 池 41 6200 1,307 124 147 714 1 2,299 9,702
1913年 で. 2 2,854 852 245 083 8 5,145 15,961

1918年 で. 7 4,5412,434 1,391 271233 48 9,937 24,536

1921年 で.10 172 23,9643,003 583 31 18 780 70 8,653 21268

1924年 で.13 40 190 324,6062,477 503 18 765 96 8,698 21,598
1927年 S, 2 41 165 5,4053,319 363 61 749 160 10263 23,386

1928年 S. 3 ll 178 5,0753,675 497 85 772 111 10,406 23,536

1929年 6. 4 10 183 24,9134,306 563 88 737 395 ll,197 24,794

(荏) 『平 野村 誌』下巻 p406-408より作成



第 2表は,長野県内における出身地別の推移をし

めしている｡ この裏をみるかぎり,諏訪,伊那な

どの中 ･南信地方の出身者が過半数をしめ,製糸

業地帯に近い地域から労働者が集っていることが

わかる｡東 ･北信地方からの労働者の移動もみら

れるが,中 ･南信地方と匹敵するところにまでは

いたっていない｡むしろ,ここで注目したいのは,

長野県の全国にしめる比重,という点である｡先

の第 1表の総計にしめる長野県の比率は,右端の

欄に記された とおりである｡1903年には,まだ約

45パーセン ト強をしめていたのが,1915(大正 4)

年には,ついに50パーセントをうわまわったので

ある｡つまり,県外の労働者数が,県内のそれをこ

えて.LまったのであるoLたがって,1915年を境に,

全国的規模での労働力市場が確立した,というひ

とつの画期をそれはしめていることになる｡

第 3蓑は,近県のなかでもっとも多い山梨県と

新潟県を郡市別にその推移をみたものである｡山

梨,新潟のいづれも諏訪地方へ行きやすい地理的

条件下のところから労働者が多く集っている｡ し

かし,集っていくのはそれだけの理由からではな

い｡一労働者の出身農家がまき㌢こ｢半農奴制的零細

耕作(8)｣を基盤にしているところが多い｡そのた

め,労働者はいきおい ｢家計補充｣塑労働力にな

らざるをえないのである(9)｡第 2-3表はそ うし

た意味あいをもった地域的,経済的特質をしてし

ていることになる(10)｡江波戸昭氏は,それをつぎ

のように説明する｡これら女子労働者は出身地か

らみて,いづれも農業の低生産性地帯である山村

地域ないし地主制の発達した農村地帯の零細農家

の余剰労働力(ll)｣である,と｡たしかに山梨県は

｢低生産性地帯｣である｡また,新潟,富山の両

県は地主制が発達し,高率の小作料は小作人の家

計に重くのしかかっている｡｢家計補充｣と｢窮民｣

をあわせもつ労働力が創出された地域 といえよ

う｡

〔注〕

(7)江波戸昭 F蚕糸業地域の経済地理学的研究j

1969年 F平野対語』下巻 長野県内では,明治

10年代後半まで小県郡などが生糸の主生産地で

あった｡もちろんまだ器械製糸は普及せず,座繰

製糸が主力であった｡拙稿｢明治前期中生産者層

の史的位置｣(｢長野大学紀要｣第2号1974年,節

5号1975年)参照｡-

(8) 山田盛太郎,前掲書,35頁｡石井寛治,前掲書

265-266頁｡石井氏は山梨県の事例を出しながら

｢女工出身農家の圧倒的部分が,小作農およびご

く零細な耕地をもつ小自作農によって占められ

ている｣と指摘する｡

(9) 隅谷三善男.前掲書｡瀧滞秀樹 前掲書｡東候

由起彦 ｢製糸同盟の女工登鈴制度の変遷につい

て｣(土地制度史学｣第101号1983年)｡

(10) 本文で使用した史料以外に r平野村誌Jの統計

がある｡1903-5年にかけての数値は一致するが,

他は同じでない｡F平野村誌Jに出典名がないので

参考資料として第5表をかかげておくことにす

る｡この第5表と第2,3蓑との相違は,長野県

内と県外の労働者数が,大正期に逆転しないこと

である｡つまり,第5表からは県外労働者数が優

位に立つことはないのであるoLたがって,第2,

3表の数値をとるか,第5表の数値をとるかはき

わめて重要になる.ただ,r平野村誌』の出典が明

記されていないため未確認となっている｡

(ll) 江波戸,前掲書 95頁｡

3

製糸労働者のほとんどが女子である｡というこ

とは,年齢の上で若年に集中する傾向がでてくる｡

第6表は,18歳未満の若年労働者が約 4割ちかく

しめていることをしめしている(12)｡そのことは,

逆に第7蓑にみるように,勤続年数の短かさとな

ってあらわれてくる｡第7表の勤続年数をみると,

2年末満と2年間の勤務をあわせると約50パーセ

ントをこえてしまう｡勤続年数の短かさにいくつ

かの理由が考えられる｡第 1に,労働条件が苛酷

で長期年月の労働に耐えられない｡第 2に,現在

でも同様のことがいえるが,いわゆる嫁入 り前の

出稼ぎ(-家計補充型),または,ロベらし(-｢窮

民｣塑)(13)ともいえる状況下での一時しのぎであ

る｡第 3には,労働条件のよいところへ移動する

が,かなりの制約下ではあったが可能になったこ

と,などがあげられる｡同時に,労働力の移動が

全国的規模で自由になっていく傾向は,産業予備

軍の拡充を意味し,より低賃金化という条件下へ

労働者をおくことにもなる｡

しかし,こうした近代的労働力市場が確立した
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第 6表 年 令別労働者数

1ー12-13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 23以上 計

19341935 781 1,987 2,386 2,415 2,484 2,619 2,361 2283.13 1,752 1,569 1244.16 934 645 3戯 27010人

2.9 7.4 8B 8.9 92 9.7 8.7 6.5 5.8 3.5 2.4 '100%

718 2,0582,311 2,498 2189.242.444 2,3102,118 1,861 1,461 1240.66 981 632 339126081人2.7 .7.9 8.9 9.6 9.4 8.8 8.1 7ユ 5.6 3.8 24 12.7 '1m)%

1936 533 1,495 2,156 2,420 2,196 2392.732β52 1,981 1,807 1,404 1ユ77 929698 397525154人2ユ■ 5.9 8.6 9.6 8.7 8.1 7月 7｣2 5.6 4.7 3.7 2B 王5. '100%

19371938 394 1.353 1,679 2,020 2,007 1,950 1,717 1,633 1,395 1439 1,057 837 606 308920980人

19 6.4 8J) 9.6 9.6 9.3 82 7一8 6.7 5.0 4.0 2月 王4. '100%

453 1β17 1,692 1,957 1β79 1,944 1,838 1,500 1,372 1,158 1,018 837 589 315320Po岩会

注 長野県製糸業組合諏訪支部 ｢製糸職工年令別表｣

第 7表 勤 続 年 数

年次 2年未満 2 3 4 5 6-9 10-14 15-1920年玖上 計

1934年 9,789 5,503 3,816 2,139 1,756 2,994 932 66 15 27,010

1935 8,769 5,555 3,772 2,498 1,690 2,722 955 107 13 26,081

1936 8,635 5,454 3,636 2,332 1,873 2,360 793 53 18 25,154

1937 6,673 4,011 3,335 2,319 1,873 2,037 657 64 ll 20,980

1938 6,389 3,868 3,019 2,610 1,771 2,363 665 56 12 20,802

注 長野県製糸業組合諏訪支部 ｢製糸職工勤続年数別調｣

第 8表 長 野県 製糸 労働者の前 貸金

年 調 査 工 場 数 1人 当 り最 高 1人 当 り最 低 平 均

1 9 2 0 6 2 3 94.10円 18.30円 51.44円

1 9 2 1 4 5 5 180.00 5.00 33.73

1 9 2 2 4 5 5 150.00 5.00 37.27

荘 在 ｢本邦製糸労働事情 (二)｣ 82頁より

第 9表 前 貸金 の状況 (1920年)

項 目 普 通 工 養 成 工 計

募 集 人 員 10,591 879 ll,470
前 貸 を し た 人 員 8,434 592 9,026

@ 79.6 67.3 78.7

前 貸 金 総 額 (円) 206,218.85 6,058.80 212,277.65

注 前書 83頁より
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のは,前にもみたように大正期以降と考えてよい｡

それ以前,すなわち,明治末期ごろまでは前近代

的な募集方法により女子を集めていたのである｡

とりわけ ｢出張募集｣は昭和期にいたよまでさま

ざまの トラブルをひきおこした｡とくに多い トラ

ブルに二重契約や前貸金の返済の有無などがあっ

た｡前者は,｢登録制度｣という製糸同盟が中心と

なって労働者を特定の資本家に拘束させる,とい

う方法によって二重契約によって生じる混乱をな

くそ うとした｡しかし,実際にはなかなか解消で

きなかった｡大正6年 5月 1日付の諏訪製糸同盟

事務所の記録には,｢二重契約ノ件数 参千弐百七

拾五件,雇傭契約数 四寓八千九百四拾六人｣と

ある(15)｡これによると雇傭契約の7パーセントち

かくが,二重契約をしていたことになる｡このよ

うな二重契約が率こそさがってきてはきたもの

の,いっこうになくなってはいない｡ある意味で

二重契約は,労働者の自由な移動をもとめる抵抗

ともいえる｡すなわち,労働者を人間としてあっ

かわないで,あたかも資本家の ｢占有物｣のよう

にあつかう登録制度に対する反発ともとれる｡

こ うした ことは前貸金 について もみ られ

る(16)｡第8表 と9表は,1920年代の前貸の状況を

知る手がか りとなる｡

これらの表をみて気づくことは,前貸の状況が

きわめて一般化し,日常化していることである｡

この裏をつ くった桂氏は,つぎのように説明をく

あえている｡｢前貸金は工賃によりて日々弁済せし

める｡此場合には利子を附せざるを普通とし｣て

いたが,｢最近には工賃を以て弁済する場合にも利

子を附せしむる工場が多くなった｣(前書,83頁)

としている｡｢債務奴隷｣と厳密に●いいきれるかど

うかは別として,実態的には,それに近い内容を

もった拘束力の強いもので,ただそれを合理的に

運用していると考えてよい (17)0

こうした前貸金,または,前貸金をともなう契

約雇用は,昭和に入ってもひきつづいた｡そのこ

ろ,諏訪製糸同盟は,悪名高き ｢登録制度｣を廃

止するにさいし,その組織体も一旦は解散するこ

とにした｡そして,それに代替する組織体として

結成されたのが,諏訪製糸研究会で,大正15年 4

月18日の総会で承認された(18)｡と同時に,それま

で製糸同盟がおこなっていた製糸資本家と労働者

問の契約をめぐるトラブルを今度は,諏訪製糸研

究会がおこなうことになった｡ちなみに,製糸研

究会の会則は,製糸同盟の規約をそのまま移し,

ただし ｢登録制度｣に関する条文をとりのぞいた

修正版であった(19)0

かくて資本家の契約雇用にもとづく前貸金は存

続し,製糸研究会に再編された資本家は,従前と

同様の雇用関係を維持することができたのであ

る｡

つぎにしめす史料 1-3は,製糸研究会の契約

違約にともなう前貸金の厳しい催促に対し,労働

者側が必死に抗弁し,そうした債務のないことを

主張した返事の一部である(20)0

史料 1

1930(昭和5)年 9月6日付

対研債第22号回答

右-上野マス東英製糸会社-工女 トシテ仕-レ

シ際,西頚城郡市振村建部又右工門ナル老ヨ1)前金

トシテ金拾円也借受ケタル処入場後本人病気ノタ

メ退場ノ己ムナキニ至り其節金五円工場内二於テ

又右工門二手渡シ致シ残金五円-拙宅ニテ同人二

相渡侯-バ何等負債シテ有ラザルモノニ付一応右,

市振ノ又右二門二御照会相原ヒ度尚ヲマス子二付

其レ意外二借用ノ有無問ヒタルモ心当リナキ旨申

シ述べ居り険問右回答二及ビ鉄也

新潟県西頚城郡

上野力蔵

この史料によると10円の前貸金の事実を認めな

がらも,それがすでに完済されていることを説明

しているものである｡西頚城は糸魚川の周辺地区

である｡返書は,娘にかわって父親がしたためて

いる｡

史料 2

同年9月8日付

拝啓 先般御手紙被下拝読仕 り侯就而は製糸会

社の募集員より受入の御金は其の当時に当村月詰

松の湯二階にて募集員河端宗次郎に御返済之有故

に河端君に御請求被下度様御依頼中上侯拙著方に

河端君と面談の節は篤と良く中上険先は右御返事

迄 敬白

富山県氷見郡

流田甚四郎
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この史料 も父親が筆をとっている｡募集員との

いきちがいによる前貸金返済の トラブルである｡

こうした募集員 とのいきちがいが,比較的多 くみ

られるO｢出張募集｣の弊害は労働力市場が未発達

な状態ほど数多 くもたらされてくる｡募集員が前

貸 した金は,帳簿に記されているが,返済分を報

告 していない｡

史料 3

同年 9月21日付

拝復 第86号対シ拙者より何等借用したる覚な

き旨御回答申たるに只今再二御案内ヒ下書こ依る

拙者の借用したる覚無き其の理由を述べ貴事務所

の御承諾を厨上院実-拙者大正14年 2月今工場と

入場契約し2月25日当社出立 3月 1日より就業シ

7月病気に掛 り止むを得ず 7月28日帰宅する事に

相成 り其の節-決算-全部済んだ事にて別に借用

致したる覚なし虚御貴所に御通 ヒ下院預 りし大正

15年の春-契約--度ノ､なしたるも素より病身者

にて入場-覚束なく契約金/､全く受取らず依て契

約書には如何なる事あるも断言する事慣らず其の

折/､妹フサ子に対する契約をなしえ-契約金を募

集員より金を差出され侯も拙者ノ方に契約金-不

用と中上侯-共拙者に対して-入場覚束なき事に

て止むを得ぬ事なれ共ふさ子に対しては是非受取

れとの事にてふさ子に対して-金五円也申受侯故

右の御事情御聞き合せし下度拙者申す壷では安心

出きざる点有之族節′､今工場募集貞西村憲治様に

御間合ヒ下度西村氏-全部の話を御覚有る事と確

信有之侯故呉れ呉れも御照会ヒ下皮膜上侯右の事

特二判明之上-帳薄-消込と同時二判明旨可庶御

案内ヒ下度く先-御回答如斯二御座候

富山県氷見郡

堀田すべ

(傍点-筆者)

この史料は,前の史料 2と似たようなケースで

ある｡返書は本人が書いている｡工場 との契約,

入場の時期が明確に記され 前貸金借用の無いこ

第 10表 年令別労働者数

とをのべている｡にもかかわ らず工場側は,執粉

に前袋の清算をもとめている｡その後 も,募集員

から前貸金を受けとったことを前提に,その返済

の催促を工場はしている｡前貸金が工場側にとっ

て,いかに労働者を束縛する手段 として利用され

ているかがこの史料によってあきらかである｡｢登

録制度｣が廃止されても,前貸金は労働者を資本

家につなぎとめる重要な役割をはたしていること

がわかる｡ もちろん,工場側に募集員が返済を報

告 していない場合もあろう｡当然いきちがいは考

えられる｡ しかし,｢前借金未整理申告書｣(諏訪

製糸研究会事務所)などでみるかぎり,工場側が

どこまで募集員 と連絡をとり,積極的に確認をと

ろうとしているのか,その努力の痕跡が うかがえ

ないのである｡だとすれば,工場側にとって未返

済の前貸金は,むしろ労働者をつなぎとめるつご

うのよい手段 と化すことになる｡積極的な確認を

工場側 はむ しろ避 けたが るのではないだ ろ う

が 21)0

また,傍点を付した箇所は,返書をしたためた

労働者の妹が ｢是非受取れ｣ と募集員に強引に前

貸金をわたされたことをのべている｡あきらかに

姉が駄 目なら,なんとか妹だけでも工場へ引っは

ろう,という募集員の意図がよくあらわれている｡

そして,これは工場側-製糸資本家の意図でもあ

る｡製糸同盟支配下の｢登録制度｣が廃止され ｢権

利女工｣ とい う制度がなくなったあとの工場側の

焦慮が,ここによくにじみでているといってよい｡

前貸金は ｢債務奴隷｣ とまではいかなくとも,質

本家が労働者を確実に拘束する手段 として,な り

ふ りかまわず利用されているようすが, こうした

史料で うかが うことができる｡

〔注〕

(12) ちなみに,1921(大正10)年の年齢分布を桂奉

｢本邦製糸労働事情H｣(｢社会政策時報｣1924年

1月)によってみてみると以下のとおりである｡

この数は,本文同様,女子労働者をあらわして

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26以上 計

3,013 6,628 7.449 7.603 号.889 8,789 8,5017,110 5,453 4,573 3.524 2,674 2,200 9,582 85,988

3.5 7.7 8.7 8.8 10.3 10.2 9.9 8.2 6.3 5.4 4.1 3.1 2.6 11.2 100

注,同論文102- 103頁より作成
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いると同時に,年齢も ｢かぞえ年｣をもって記さ

れている｡したがって,誕生日を基準とする｢ま

ん年｣と区別しなければならない｡

(13) 東候由紀彦 前掲論文

(14) 岩本由輝 ｢諏訪製糸業地帯における労働者登録

制度｣(｢研究年報経済学｣東北大学31の4,1970

年)106貢以下参照O武田安弘r近代における諏訪

地方製糸業発達史試論』1973年,47真一66頁｡諏

訪製糸同盟の成立に関する史的意義をめく.って

議論がかさねられている｡とくに資本家のカルテ

ル的形態 として,また,労働者にとっては封建的

緊縛関係をしめす証左としてつとに指摘されて

いるところである｡

(15)｢敦済,保護,慰籍,教育二関スル規定｣1917

年5月1日

(16) 桂皐 ｢本邦製糸労働事情E)｣(｢社会政策時報｣

1924年2月)には,前貸金についてつぎのように

記されている｡｢工女側は労働需給関係上優勢の

地位に在るのを利用して前借金を要求する或は

寧ろ父兄が之を要求せしめると云っ一た方が適当

かも知れない｡工場側も募集不能を恐れて厭や厭

や之に応じて居るのである｡尤も或る場合には足

留策として工場側から積極的に前貸することも

絶無ではない｡前貸金の金額は募集難の地方では

五十円位を普通とするoJ同82頁｡前貸金が労働者の

側で有利に活用されたのは,大正期に入ってから

の現象と考えられる｡がしかし,その割合はすく

･なく,前貸金は募集人によってつごうよく利用さ

れた,とみるほうが妥当であろう｡

(17) 最近,1920-30年代の戦間期における社会経済

史研究がさかんである｡そのなかで生産関係-労

資関係の展開が見なおされている｡西成田豊氏も

そのひとりでこの時期の｢製糸業においても｣｢雇

用関係の近代的再編が進んだ｣とされ,その ｢近

代的再編｣を ｢r債務奴隷J的雇用関係の後退｣と

して意義づけられている (｢労働力編成と労資関

係｣1920年代史研究会編 r1920年代の日本資本主

義j収載,1983年)195-6頁｡が,はたしてそう

だろうか｡むしろ,半封建的緊縛が資本家的搾取

へと移行しながら,その基盤には,いぜんとして｢隷

属的雇用関係｣は維持されているとみるべきで,

｢一連の労働保護立法｣も過大に評価すべきでは

ないように思われる｡なによりも前貸金の普及

は,たとえ労働者がそれを積極的に利用したとし

ても,賃金への大きな負担となってはねかえってい

ったとみるべきだろう｡

(1g)武田安弘 前掲書 118-119頁｡

(19) 同書 120-121頁｡

¢0) 以下にしめす史料は,葉書または封書で書かれ

たものである｡ここでは区別せずに紹介してお

く｡文字の誤記もできるだけそのままにしておい

たCここでは,返書の一部について論をすすめる

うえで紹介した｡残部については,別に史料紹介

の機会をもちたいと思う｡

任1) こうした工場側の巧妙な手口は,前に紹介し

た,林巧郎氏の ｢地平線以下jにも生き生きと措

かれている｡

4

小稿で最初にかかげた ｢近代的｣労働力市場の

分析は,まだとりかかったはか りである｡がしか

し,ここに小括の意味で以上の論を要約し,つぎ

の機会にのこされた分析をひきつぎたいと思 う｡

諏訪地方の製糸労働者は,大正期 (1910年代)

に入って,全国的な規模で集ってきた｡た とえ勤

務年数が短か く,若年労働者(その中心的年齢は,

12-18歳)の女子に大きく依存 していた とはいえ,

労働力市場は着実に拡延 した｡全国的規模の労働

力の移動が可能になったことは,す くなくとも市

場形態 として,封建的な諸規制からまぬがれてい

ることをしめしている｡

しかし,いま一度冒頭でみた山田氏の ｢純粋 日

本型の特殊労役制度｣に思いをはせるとき,労働

力市場にもまた ｢純粋 日本型｣ とい う冠をその内

容に突きざるをえない, と考えるのである｡すな

わち,製糸資本家にとって前貸金のもつ意義は,

依然 として大きいといわざるをえない｡その利用

が大 きければ大きいほど労働力市場は,矯少化す

る｡そして,その倭少化された市場が ｢純粋 日本

型｣ といえるかもしれない｡

同時に,前貸金は零細かつ貧困な自小作農を前

提にしてはじめて活動する｡ したがって,前貸金

の存在は,資本家が労働力市場を有利に支配する

ための重要な手段でもある｡ ともかく戦前の ｢近

代的｣労働力市場の成立を考えるとき,以上の諸

制約を念頭にいれておかねばならないだろう｡

(記) 小稿が成るにあたって,岡谷市立蚕糸博物

館において史料閲覧 という温かい厚意を得た

ことを謝したい｡また,小稿が昭和57,58年度

長野大学地域社会研究助成費を得たことも併

せて記しておく｡
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